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エンジニアリング・デザイン教育に関するレポート
JABEEでは、エンジニアリング・デザイン能力は技術者教育を特徴づける極めて重要な要素と位置付けている。この方針に従い、情報技術専修コースでは、ソフトウェア工学演習IV、機械電子制御工学演習IV、システム数理演習IV、システム創成演習IV、情報システム数理演習IV (以下、演習IV)をエンジニアリング・デザイン能力涵養のための重要な科目と考えている。演習IVの履修によるエンジニアリング・デザイン能力習得の達成度確認のために、以下のレポートを速やかに作成し、指導教員に提出すること。

以下の1～4の評価項目については、達成度(◎、○、△、×)を記入し、具体的な内容について簡潔に記述すること。

※シラバス，ならびに，情報技術専修コースの資料を適宜参照すること。

	1. デザイン能力に関して具体的な達成目標を設定したか。                      
	達成度
	○

	単位集計表の見やすさの改善と設定した。


	2. デザインあるいは問題解決策についての学習を行ったか。
	達成度
	○

	問題点を見つけ、現状の分析を行い、
対象者を考えて、改善できる点を
改善していった。


	3. 複合的で解が複数存在する課題に取り組んだか。
	達成度
	○

	(1) 複数のアイデアを提案したか。

Excelのマクロを使う
クローム拡張機能を使って開発する
この2つの案が出た。
(2) 大学で学ぶ複数の知識を応用したか。

ソフトウェア工学実習Ⅳにて学んだ知識を使った。
(3) 自然や社会への影響(公衆の健康・安全、文化、経済、環境、倫理等)について考察したか。

まずは南山大学理工学部ソフトウェア工学科の人を対象にしたが、
今後やるならば、他の学部や大学の単位集計でも使えるようにしていきたい。


	4. 具体的に取り組んだ問題について
	達成度
	◎

	(1) 解決すべき課題の内容をよく考察したか。

名前の説明がない
理系専門科目のみのGPA記載があると良い
色分けや段落分けがないので見ずらい
JABEE・教職に必要な単位の表示
合計が分かりにくい
テーマ・任意科目の修得単位と判定単位が見にくい
1・2年の限定単位の表示
デザインの変更
という問題があった
(2) 制約条件を考慮したデザイン(あるいは解決策)となっているか。

Portaから単位集計表をコピーしExcelのマクロを使った
(3) デザイン(あるいは解決策)の結果をわかりやすく掲示しているか。

不足単位の強調
4年生に取得予定の単位を付け加えた
3年生に取得すべき単位を付け加えた
段落を見やすくした
履修要項のリンクを付けた
現在の取得状況が十分かわかるようにした
ということを改善した
(4) 専門分野の知識を研究活動へと応用したか。

単位集計表を一般化し、単位集計プログラム言語にすれば、
応用になると思うが、今回はそこまでできていなかった。



